
は
じ
め
に

平
成　

年
第
１
回
南
富
良
野
町

１８

議
会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
へ
の
私
の
所
信
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
町
民
皆
様
の
負
託
を
受

け
て
、
町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
２
期
目

の
２
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
、「
町

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
行

動
す
る
行
政
」
を
基
本
姿
勢
に
掲

げ
、
町
政
の
継
承
発
展
が
自
ら
に

与
え
ら
れ
た
責
務
と
考
え
、
町
議

会
や
町
民
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
と
め
る
中
で
、
町
づ
く
り

の
指
針
で
あ
る
第
４
次
総
合
計
画

「
ま
ほ
ら
の
南
富
良
野
、
瑞
々
し

い
自
然
、
誇
れ
る
大
地
、
人
の
び

の
び
み
な
み
ふ
ら
の
」
に
基
づ
き
、

そ
の
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て
諸

課
題
に
対
し
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
国
勢

調
査
で
は
、
本
町
の
総
人
口
が
２，

９
４
７
人
と
な
り
、
本
町
の
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
が
更
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。

私
は
、
国
の
財
政
再
建
か
ら
は

じ
ま
っ
た
「
改
革
の
嵐
｣
の
中
で
、

こ
れ
か
ら
の
町
政
は
、
今
後
の
地

方
行
政
や
社
会
経
済
の
動
静
を
予

測
し
な
が
ら
、
本
町
を
取
り
巻
く

諸
情
勢
を
的
確
に
と
ら
え
、
町
の

将
来
に
大
き
く
関
わ
る
「
自
治
の

あ
り
方
」
を
探
る
一
方
で
、
本
町

行
政
の
持
続
性
を
更
に
高
め
る
取

り
組
み
や
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化

対
策
な
ど
を
優
先
し
た
地
域
課
題

に
対
す
る
政
策
の
集
中
が
最
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、「
町

の
将
来
」
と
「
行
政
運
営
」、「
地

域
づ
く
り
」
に
対
し
て
、
町
議
会

や
町
民
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る

中
で
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
と
し
て
は
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
補
完
性
や
住
民
と
行
政

が
と
も
に
考
え
、
行
動
し
な
が
ら

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
「
協
働
」

に
よ
る
住
民
自
治
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
理
念
に
基
づ
き

地
域
住
民
に
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
次
代
に
つ
な

ぐ
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
を
追
求

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
、
地
方
自
治
体
は
、
国
の
経

済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
の
推
進

に
よ
り
、
地
方
分
権
に
よ
る
地
域

主
権
型
社
会
の
体
制
づ
く
り
を
め

ざ
す
た
め
、
地
方
行
政
や
財
政
、

合
併
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
「
改
革
」
と
「
選
択
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体

は
、
こ
れ
ま
で
に
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
重
大
な
試
練
の
時

を
迎
え
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
試
練
に
対
し
、
町
議

会
並
び
に
町
民
の
皆
様
と
意
識
を

共
有
し
、
先
頭
に
立
っ
て
「
南
富

良
野
町
」
建
設
の
た
め
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
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平
成　

年
度
第
１
回
町
議

１８

会
定
例
会
に
お
い
て
、
池
部

町
長
は
「
町
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
と
「
行
動
す
る
行

政
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

町
政
執
行
方
針
を
説
明
し
、

３
つ
の
重
点
施
策
と
第
４
次

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た

町
政
推
進
の
決
意
を
述
べ
、

町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

以
下
、
町
政
執
行
方
針
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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３
つ
の
重
点
施
策

そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
町
政
執

行
に
あ
た
り
、
重
点
施
策
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

□
自
治
の
か
た
ち

は
じ
め
に
、
富
良
野
圏
域
５
市

町
村
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

「
自
治
の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
や
事
務
事
業
の
共

同
化
を
図
る
広
域
連
合
、
権
限
移

譲
の
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
地
方

を
取
り
巻
く
諸
般
の
情
勢
変
化
に

対
応
し
、
地
方
分
権
型
社
会
に
お

け
る
理
想
の
自
治
体
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
圏
域
５
市
町
村

共
同
で
設
置
い
た
し
ま
し
た
「
自

治
の
か
た
ち
」
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
最
終
報
告
書
が
、
本

年
度
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

道
は
、
基
礎
自
治
体
の
充
実
・

強
化
を
図
る
上
で
は
市
町
村
合
併

が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
、
合
併
新
法
５
年
間
内
で
の
市

町
村
合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
広

域
連
合
を
含
む
広
域
連
携
に
関
す

る
考
え
方
を
盛
り
こ
ん
だ
中
で
合

併
構
想
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

平
成　

年
度
の
早
期
に
組
み
合
わ

１８

せ
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
「
地
方
分
権　
２１

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
」
に
お
い
て
、

国
か
ら
地
方
へ
の
関
与
な
ど
、
抜

本
的
な
地
方
交
付
税
改
革
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、
平
成　

年
１９

度
の
地
方
行
政
は
、
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
る
様
相
を 
呈 
し
て
い
ま

て
い

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

「
自
治
の
あ
り
方
」
最
終
報
告
書

に
示
さ
れ
る
広
域
連
携
・
広
域
連

合
・
合
併
・
広
域
都
市
構
想
の
４

つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、
町
議

会
や
町
民
皆
様
に
ご
意
見
を
い
た

だ
く
中
で
、
本
町
地
域
の
継
承
発

展
を
第
一
に
考
え
、
慎
重
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
行
財
政
改
革
の
推
進

　

次
に
、
町
行
政
の
持
続
性
を
更

に
高
め
る
た
め
の
行
財
政
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
既
に
平
成　

年
度

１６

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
年
間

１８

を
行
財
政
改
革
の
重
点
期
間
と
し

て
、
人
件
費
や
補
助
金
、
委
託
料

な
ど
の
大
幅
な
削
減
や
早
期
勧
奨

退
職
制
度
の
推
進
、
組
織
機
構
の

簡
素
化
、
普
通
建
設
事
業
費
の
縮

減
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

抜
本
的
見
直
し
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
た
め
公
共
料
金
の

改
定
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
国
が
示
し
た
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
指
針
を
も
と

に
策
定
い
た
し
ま
し
た
「
新
行
財

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
不
断
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
民
間
の
能

力
を
活
用
す
る
指
定
管
理
者
制
度

を
平
成　

年
度
に
導
入
す
る
た
め
、

１９

公
共
施
設
の
効
果
的
・
効
率
的
な

管
理
に
向
け
て
の
条
件
整
備
や
事

務
事
業
の
再
点
検
・
再
見
直
し
な

ど
を
重
要
な
改
革
の
柱
と
し
て
位

置
づ
け
、
よ
り
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
職
員
の
退
職
不
補
充

に
よ
る
人
件
費
削
減
と
組
織
機
構

の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
機
構

改
革
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

□
福
祉
の
推
進

　

次
に
、
加
速
す
る
高
齢
化
時
代

に
取
り
組
む
地
域
主
権
型
の
福
祉

の
推
進
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
超
高
齢
化
時
代
の
社

会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、「
地
域
と
い
う
視
点
」
や

「
地
域
社
会
の 
変
遷 
と
社
会
保
障

へ
ん
せ
ん

を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
」、「
地

域
と
と
も
に
支
え
る
社
会
保
障
の

構
築
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
介
護
・

福
祉
・
医
療
な
ど
従
来
の
画
一
化

さ
れ
た
社
会
保
障
政
策
全
般
に
対

し
、
時
代
に
適
応
し
た
持
続
可
能

な
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
形
成
を

め
ざ
し
て
、
制
度
の
創
設
や
政
策

体
系
の
整
備
が
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
上
で
、
自
治
体

は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
地

域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
中
で
適
切
な
選
択
に
基
づ
く

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

本
町
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
な

ど
、
地
域
課
題
を
踏
ま
え
て
、
金

山
・
下
金
山
地
区
の
「
地
域
振
興
」

や
「
地
域
医
療
対
策
」、
持
続
可
能

な
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
め
ざ
す
「
老
人
福
祉
施
設
の
民

営
化
」
を
柱
と
す
る
、
ユ
ニ
ッ
ト

型　

室
規
模
の
特
別
養
護
老
人

５０
ホ
ー
ム
を
平
成　

年
度
に
金
山
地

１９

区
に
建
設
す
る
た
め
、
本
年
度
調

査
設
計
費
の
予
算
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
存
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
一
味
園
」
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
を
目
処
に
社
会
福
祉
法
人

２２
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